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セグメント情報／損益の状況

セグメント情報／損益の状況
K i r a y a k a  B a n k

(2022年４月  1日から
2023年３月31日まで)

2023年３月期

　報告セグメント
その他 合計 調整額

連結
財務諸表
計上額銀行業 リース業 計

経常収益
外部顧客に対する経常収益 15,834 6,325 22,160 554 22,715 △14 22,700
セグメント間の内部経常収益 195 53 249 449 699 △699 —
計 16,030 6,379 22,409 1,004 23,414 △714 22,700
セグメント利益又は損
失（△） △6,099 295 △5,804 40 △5,763 △124 △5,888
セグメント資産 1,349,739 18,984 1,368,723 30,936 1,399,659 △35,804 1,363,855
セグメント負債 1,314,384 11,704 1,326,088 29,497 1,355,585 △31,720 1,323,865
その他の項目
減価償却費 544 15 559 18 578 — 578
資金運用収益 12,252 0 12,252 90 12,343 △154 12,189
資金調達費用 96 78 174 7 182 △27 154
持分法投資利益 — — — 20 20 — 20
持分法適用会社への投資額 — — — 141 141 — 141
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 605 86 692 14 706 — 706

１．報告セグメントの概要
　当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報
が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期
的に行う対象となっているものであります。
　当行グループは、主として国内において、当行が行う銀行業務を中心に、連結子会社等
においてリース業務、クレジットカード業務、コンサルティング業務及びベンチャーキャ
ピタル業務並びに事務受託業務等を行っております。
　当行グループは、銀行業務は「銀行業」を報告セグメントに、リース業務は「リース
業」を報告セグメントとしております。また、連結子会社等が行うクレジットカード業
務、コンサルティング業務及びベンチャーキャピタル業務並びに事務受託業務等は、その
金額の全体に対する重要性を考慮し「その他」に含めております。「銀行業」は主に預金
業務、貸出業務、為替業務、有価証券投資業務等を行っており、「リース業」は、主に機
械・器具備品等のリース取引を行っております。

２．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定
方法
　報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本と
なる重要な事項」における記載と同一であります。
　報告セグメントの利益は経常利益であります。また、セグメント間の内部経常収益は、
第三者取引価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関す
る情報

(単位：百万円)

(注) １．一般企業の売上高、受取利息、支払利息に代えて、それぞれ経常収益、資金運用収
益、資金調達費用を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益
と連結損益計算書の経常収益額との差異について記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレ
ジットカード業、コンサルティング業、ベンチャーキャピタル業及び事務受託業等
を含んでおります。

３．調整額は以下のとおりです

(2023年４月  1日から
2024年３月31日まで)

2024年３月期

　報告セグメント
その他 合計 調整額

連結
財務諸表
計上額銀行業 リース業 計

経常収益
外部顧客に対する経常収益 15,884 6,458 22,342 517 22,860 — 22,860
セグメント間の内部経常収益 113 56 170 439 610 △610 —
計 15,998 6,515 22,513 957 23,471 △610 22,860
セグメント利益又は損
失（△） △23,970 △98 △24,068 60 △24,008 △57 -△24,066
セグメント資産 1,332,450 18,138 1,350,589 22,279 1,377,868 △32,550 1,345,318
セグメント負債 1,291,927 11,990 1,303,918 25,864 1,329,782 △28,462 1,301,320
その他の項目
減価償却費 701 23 725 20 745 — 745
資金運用収益 12,020 0 12,021 95 12,117 △87 12,029
資金調達費用 146 85 232 7 239 △30 208
持分法投資利益 — — — 28 28 — 28
持分法適用会社への投資額 — — — 112 112 — 112
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 1,549 10 1,560 26 1,586 — 1,586

⑴　外部顧客に対する経常収益の調整額△14百万円は、「銀行業」及び「その他」
の貸倒引当金戻入額の調整です。

⑵　セグメント利益又は損失（△）の調整額△124百万円は、セグメント間消去等
です。

⑶　セグメント資産の調整額△35,804百万円は、セグメント間消去です。
⑷　セグメント負債の調整額△31,720百万円は、セグメント間消去です。
⑸　資金運用収益の調整額△154百万円は、セグメント間消去です。
⑹　資金調達費用の調整額△27百万円は、セグメント間消去です。

４．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の経常損失と調整を行っており
ます。

(単位：百万円)

(注) １．一般企業の売上高、受取利息、支払利息に代えて、それぞれ経常収益、資金運用収
益、資金調達費用を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益
と連結損益計算書の経常収益額との差異について記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレ
ジットカード業、コンサルティング業、ベンチャーキャピタル業及び事務受託業等
を含んでおります。

３．調整額は以下のとおりです。
⑴　セグメント利益又は損失（△）の調整額△57百万円は、セグメント間消去等で

す。
⑵　セグメント資産の調整額△32,550百万円は、セグメント間消去です。
⑶　セグメント負債の調整額△28,462百万円は、セグメント間消去です。
⑷　資金運用収益の調整額△87百万円は、セグメント間消去です。
⑸　資金調達費用の調整額△30百万円は、セグメント間消去です。

４．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の経常損失と調整を行っており
ます。

国内・国際業務部門別粗利益 (単位：百万円)
2023年３月期 2024年３月期

国内業務部門 国際業務部門 合計 国内業務部門 国際業務部門 合計
資金運用収支 12,122 33 12,155 11,838 34 11,873

　資金運用収益 12,218 33 0 11,985 35 1
12,252 12,020

　資金調達費用 96 0 0 146 1 1
96 146

役務取引等収支 2,014 △ 0 2,013 2,234 △　　　　0 2,234
　役務取引等収益 3,414 0 3,414 3,461 ━ 3,461
　役務取引等費用 1,400 0 1,400 1,227 0 1,227
その他業務収支 157 80 238 △　　7,978 41 △　　7,936
　その他業務収益 1,370 80 1,450 1,274 41 1,315
　その他業務費用 1,212 ━ 1,212 9,252 ━ 9,252
業務粗利益 14,294 113 14,407 6,094 76 6,170
業務粗利益率 1.10％ 2.63％ 1.11％ 0.48％ 1.87％ 0.48％

業務純益 (単位：百万円)
2023年３月期 2024年３月期

業務純益 2,452 △　7,573
実質業務純益 2,848 △　5,316
コア業務純益 2,868 2,854
コア業務純益（投資信託解約損益を除く。） 2,868 2,779

セグメント情報

(注) １．国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引でございます。なお、当行は特定取引勘定非設置行であるため、特定取引収支は該当ございません。
２．資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息でございます。
３．業務粗利益率＝業務粗利益／資金運用勘定平均残高×100

業務純益
１．業務純益＝業務収益－（業務費用－金銭の信託運用見合費用）

業務収益＝資金運用収益＋役務取引等収益＋その他業務収益
業務費用＝資金調達費用＋役務取引等費用＋その他業務費用＋一般貸倒引当金繰入額＋経費（臨時的経費を除く）

２．実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）
３．コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益
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